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1.1.7 NEDO事業としての妥当性 －実施の効果－

 EV・PHEV等の電動車への導入展開

公開

 EV PHEV等の電動車への導入展開

自動車用 8兆円/年（40％）

2020年 畜電池の世界市場規模（予測）

自動車用LIB市場 １ ２兆円（2020年）

自動車用先進電池の世界市場規模（予測）

自動車用 兆円 年（ ）

電力系統用 7兆円/年（35％）

定置用（住宅、産業、その他） 5兆円/年（25％）

合 計 20兆円/年（100％）

自動車用LIB市場 １．２兆円（2020年）

自動車用LIBおよびポストLIB市場 ２．７兆円（2030年）

出所：「次世代自動車戦略2010」およびIEA試算合 計 兆円/年（ ％）

出所：「蓄電池戦略」（2012年7月）

※日本関連企業の目標シェア50％（10兆円）

出所：「次世代自動車戦略2010」およびIEA試算

電気自動車の航続距離
160～200ｋｍ（現状） ⇒ 500ｋｍ以上（2030年）

 スマートコミュニティにおける蓄電システム化
スマートスクール

＜電動車両普及以外に期待される実施効果＞

 スマ トコミュニティにおける蓄電システム化

 電池技術開発における開発効率向上

 プロジェクトを通じての人材育成

本 お る蓄電池 究拠点 成
情報ネットワーク

ZEBスマートパーキング

GEGEコジェネ

GEGE

 日本における蓄電池研究拠点の形成

スマートストア等次世代SS

コジェネ 太陽光発電/風力発電/蓄電池

エネルギーマネジメント

スマートハウス

事業原簿 p.7～8(表1.1-1～2) 1 - 9／10

1.2.1 事業目的の妥当性

蓄電池の研究開発と事業化に関する各国の競争力

公開

蓄電池の研究開発と事業化に関する各国の競争力

国・
地域

他国の取り組み状況 日本の取り組み状況

他国に先行して世界ト プの目標ガイドを掲げて取り組んで
米国 エネルギー省（DOE）の「Vehicle Technology Program」

において先進的なリチウムイオン電池及びその材料を
研究開発。
また、コストを現状の1/3、エネルギー密度を現状の2～
5倍を開発目標として、マグネシウム電池、亜鉛空気電

他国に先行して世界トップの目標ガイドを掲げて取り組んで
いる。
論文、特許、生産で、世界をリードしているが、円高、韓国・
中国の追上げもあり、目標を早期達成できるよう一層の継
続強化が必須5倍を開発目標として、マグネシウム電池、亜鉛空気電

池、リチウム硫黄電池等の革新型蓄電池を開発。
アルゴンヌ国立研究所を中心とする次世代電池の研究
拠点を設立

欧州 欧州連合（ＥＵ）の科学技術研究開発への財政支援制
度である第７次「F k P （2006 2012年）

主要国のエネルギー密度向上の展望

日本 米国 ドイツ 中国 韓国

度である第７次「Framework Program」（2006～2012年）
においてナノケミストリーを活用したリチウムイオン電池
用材料を開発。
ドイツは2008年に閣議決定された「国家E-モビリティ開
発計画」の中でEV用蓄電池を研究開発。

500

400

度
(W

h/
kg
)

見通し

日本

RISING

韓国 2010年に「二次電池競争力強化方案」として、2020年ま
でに企業及び政府で中・大型蓄電池での世界市場シェ
ア50％、電池用素材の国産化率75％を目指す。
日本と同レベルの目標（EV用途でエネルギー密度
250Wh/kg）を掲げ リチウムイオン電池の開発を推進

200

300

ﾑ
重

量
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
密

度

検証

250Wh/kg）を掲げ、リチウムイオン電池の開発を推進

中国 「国家ハイテク研究発展計画」（863計画）において、ＥＶ
関連技術の開発を推進しており、500Wh/kg以上を目標
としたリチウム硫黄電池やリチウム空気電池を含め開
発。
「中国国家重点基礎 究発展計 （ 計 ） お

100

2010 2020

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

2015 2025 2030

「中国国家重点基礎研究発展計画」（973計画）において
新型蓄電池を基礎研究。

事業原簿 p.10～13(図1.2-1) 1 - 10／10

出所 各国の公表内容からNEDOまとめ
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３．研究開発成果

3.1.1   事業目標 公開

【RISING最終目標】

開発した分析手法を用いて

蓄電池の寿命劣化･不安全化現象

のメカニズム“なぜ？“を解明し、

その解決に結びつける。

2030年に500Wh/kgの蓄電池開発2030年に500Wh/kgの蓄電池開発

を見通すことができる300Wh/kgの

蓄電池を検証する。

（EV用蓄電池の現状 100Wh/k ）（EV用蓄電池の現状：100Wh/kg）

3 - 3／12事業原簿 p.37
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3.1.4 RISINGフロー
公開

革新
蓄電池 方向性

プロジェクト

Beyond
LIB

機 能 産業貢献

2030年に500Wh/kgの
蓄電池
研究

方向性
明確化

対応技術
の選択

効果
検証クリアすべき

課題
革新型
蓄電池
開発

g

蓄電池開発を見通すこと

ができる300Wh/kgの

蓄電池を検証する
材料革新

の選択 開発蓄電池を検証する

新ｱｲﾃﾞｨｱ・概念形成

高度解析 新規
開発した分析手法を用いて

Now LIB
Next-Gen
LIB

解析技術
新 解析ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫ-ﾑ

新規高度解析
開発技術
量子ﾋﾞｰﾑ
ﾌﾟﾛｰﾌﾞなど

新規

解析技術
の

開発

蓄電池の不安定反応･現象

(寿命劣化･不安全など)の

メカニズムを解明し、

検証・

評価技術
の充実

電池反応
メカニズム
解明技術

確立
産業
展開

電池反応
（ﾗﾎﾞﾍﾞｰｽ） 従来解析

技術

電池反応
メカニズム
解明技術

その解決を図る

の充実 展開

H21～23年度

解明技術

H24～25年度 H26～27年度～

3 - 6／12事業原簿 p.37～38(図3.1-3)

3.1.5 取り組み方 ― 解析技術～産業展開 全体像 ― 公開

開発した分析手法を用いてリチウムイオン

電池の不安定反応・現象(寿命劣化、不安全)電池の不安定反応 現象(寿命劣化、不安全)
のメカニズムを解明し、その解決を目指す。

蓄電池材料開発・蓄電池設計

その場測定により蓄電池内反応・
現象の解明・劣化要因把握

蓄電池材料開発 蓄電池設計

SPring-8蓄電池専用ビームライン（BL-28XU）およびJ-PARC蓄電池
専用ビームライン（SPICA）の完成。振動分光（IR、ラマン分光）・
SPM・核スピン（NMR）・電子線を用いた高度解析技術開発。計算
科学手法に基づいた解析の高度化

様々な蓄電池反応の時間・空間階層構造を横断する、

科学手法に基づいた解析の高度化

主として高度解析技術開発グループ・電池反応解析グループ

構
総合的な蓄電池解析プラットフォームの構築

主として高度解析技術開発グループ・電池反応解析グループ

3 - 7／12事業原簿 p.37～38（図3.1-4）



高度な解析プラットフォーム技術開発によるアウトプット

3.1.6 研究の位置づけ ―アウトプット― 公開

短時間充電
高加速

長期安定作動
安全性

電極／電解質界面現象の解明
反応の解明による劣化要因

安全性

電池内における反応分布の解明
反応が均一に起こる合剤設計

高耐久 高出入力
界面反応の高速化

安全性

反応が均 に起こる合剤設計
活物質粒子内における反応の解明

高耐久・安全の材料設計 活物質粒子内における反応の解明
高出力の材料設計

信頼性

電池内における反応分布の解明
電池の限界性能を引き出す

世界オンリーワンの解析
プラットフォームを構築。

特定の材料や相（固相「結
晶、アモルファス」、液相）、
観測領域（界面 バルク）

活物質粒子内における反応の解明
LIB材料の性能限界把握

電池の限界性能を引き出す

不安定性の解明を行い、得
られた指針により材料革新
に寄与

観測領域（界面、バルク）
に特化しない、汎用性の
高い蓄電池解析技術

高エネルギー密度

に寄与。

 革新電池実現に貢献

航続距離拡大

 革新電池実現に貢献
 開発技術の産業貢献

3 - 8／12事業原簿 p44～48(図3.2-1-7)

3.1.7   成果達成度

■プロジ クトとしての達成度

公開

最終目標 中間目標 成果・達成度

■プロジェクトとしての達成度

開発した分析手法を用いて
世界オンリーワンの高度な解析プラット

フォームを構築。
・・専用ビームライン解析専用ビームライン解析

などによる解析高度化などによる解析高度化蓄電池の寿命劣化･

不安全化現象の メカニズム

“なぜ？“を解明し、その

ォ を構築。

●主に量子ビームラインの建設・完成

●不安定性の解明を行い、得られた

などによる解析高度化などによる解析高度化

・材料・材料//界面界面//現象解析現象解析

○

○
解決に結びつける。

基礎技術の高度化

安定性 解明を行 、得
指針により材料革新に寄与させた。

●得られた解析技術により現状のLIB
および次世代LIB開発への活用による

による劣化要因把握による劣化要因把握
○

○基礎技術の高度化
革新電池への展開加速
開発技術の産業貢献

代
産業展開 及び革新型蓄電池などの
研究開発への応用を開始した。

○

3 - 9／12事業原簿 p.40～41(図3.1-6)



3.1.8   取り組み方 ― 革新型蓄電池基礎研究 全体像― 公開

2030年に500Wh/kgの蓄電池開発を見通す

ことができる300Wh/k の蓄電池を検証することができる300Wh/kgの蓄電池を検証する。
（EV用蓄電池の現状：100Wh/kg）

その場測定により革新電池反応を解
析 それ 基づ 電池設計を行う

革新型蓄電池材料開発・蓄電池設計

析し、それに基づいて電池設計を行う

世界オンリーワンの

産学官の英知を結集し 新たな理念に基づき

解析プラットフォームを活用

主として革新型蓄電池開発グループ・材料革新グループ

産学官の英知を結集し、新たな理念に基づき
革新電池開発に取り組む。

主として革新型蓄電池開発グループ・材料革新グループ

3 - 10／12事業原簿 p.37～39(図3.1-5)

3.1.9   研究の位置づけ ― 蓄電池系の研究対象― 公開

ﾘﾁｳﾑ-空気電池ﾘﾁｳﾑ-硫黄電池
1200

理論エネルギ 密度及び関連性能の検討から研究対象を以下とし

～～

W
h/

kg
)

1000
理論エネルギー密度及び関連性能の検討から研究対象を以下とし、
相互の効果的な関連性も踏まえながら、高性能電池を設定する。
1) ナノ界面制御電池、2) 亜鉛-空気電池
3) 多価金属蓄電池 4) リチウム空気電池 5) リチウム硫黄系電池 ※

ギ
ー

密
度

( W

800
3) 多価金属蓄電池、4) リチウム空気電池、5) リチウム硫黄系電池 ※

※ 2）の一部、3）4）については、24年度追加公募により強化

量
エ

ネ
ル

ギ

400

600 ナノ界面制御電池

重
量

200

400
Lead acid

Ni/Cd
亜鉛－空気電池

多価金属蓄電池

200

1000 2000Ni/MH

Li ion

00 3000

注）電池性能＝理論エネ密度の半分として表示

体積エネルギー密度 (Wh/L)
1000 2000Ni/MH0 3000

3 - 11／12事業原簿 p.180(図3.2-4-1)



3.1.10   成果達成度

■プロジ クトとしての達成度

公開

最終目標 中間目標 成果・達成度

■プロジェクトとしての達成度

2030年に500Wh/kgの

●亜鉛-空気電池、ナノ界面制御電池
硫化物電池について課題抽出とその
解決法より、300Wh/kgの見通しと

・新規材料系への展開・新規材料系への展開
・革新型蓄電池の抽出・革新型蓄電池の抽出 ○

蓄電池開発を見通すこと

ができる300Wh/kgの

蓄電池を検証する
新しい二次電池の反応系を

解決法より、 gの見通しと
道筋を構成した。

●有望な候補として以下を抽出した。
・亜鉛-空気電池

革新 蓄電池 抽革新 蓄電池 抽 ○

蓄電池を検証する。 探索し、300Wh/kgの蓄電池
開発の見通しを得る

整 解決

鉛 空気電池
・ナノ界面制御電池
・硫化物電池 ○

課題整理と解決法の見通し
を得ること

3 - 12／12事業原簿 p.40～41(図3.1-7)

４．実用化に向けての見通し及び取り組み
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